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１ ． 調 査 の概 要  

①実 施 時 期  令 和 8 年 4 月  

②実 施 方 法  Mic ro so f t  Fo rms により実 施  

③実 施 対 象 者 数  712 人  

④回 答 者 数 ・ 回 答 率  639 件 （ 回 答 率 89.7%）  

 

⑤回 答 者 内 訳  

 

〇１ ． 学 部 ・ 学 科  

 

 

〇２ ． 性 別  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．学部・学科

1. 看護学部 85 ( 13.3)

2. 社会福祉学部 95 ( 14.9)

3. ソフトウェア情報学部 151 ( 23.6)

4. 総合政策学部 98 ( 15.3)

5. 盛岡短期大学部生活科学科（生活デザイン専攻） 31 ( 4.9)

6. 盛岡短期大学部生活科学科（食物栄養学専攻） 18 ( 2.8)

7. 盛岡短期大学部国際文化学科 45 ( 7.0)

8. 宮古短期大学部経営情報学科 116 ( 18.2)

合  計 639 ( 100.0) 0 20 40 60 80 100%

２．性別

1. 男性 283 ( 44.3)

2. 女性 351 ( 54.9)

3. 回答しない 5 ( 0.8)

合  計 639 ( 100.0) 0 20 40 60 80 100%
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２ ． 調 査 結 果 の要 約  

〇３ ． 現 在 の住 居  

全 体 として住 居 形 態 で割 合 が高 いのは一 人 暮 らし 47 .1%、家 族 と同 居 44 .9%である。 

一 人 暮 らしの割 合 が半 数 を超 えるのは、高 い順 に「 ソフトウェア情 報 学 部 」 60 .9%、次 いで

「 社 会 福 祉 学 部 」 57 .9%、「 総 合 政 策 学 部 」 51 .0%である。 

 

〇４ ． 出 身 地 及 び居 住 地  

全 体 として出 身 地 は、岩 手 県 内 が 69 .8%、宮 城 県 7.0%、青 森 県 6.3%、秋 田 県 4.4%と続

き、東 北 6 県 の出 身 者 が 92 .8%を占 めている。 

居 住 地 は全 体 としては盛 岡 市 が 41 .3%、次 いで滝 沢 市 が 26 .3%を占 めている。 

 

問 1  大 学 に進 学 することを決 めた時 期  

新 入 学 者 が大 学 進 学 を決 めた時 期 について、「 高 校 1 年 生 」 までに決 めた割 合 が 70%

以 上 の学 部 は「 看 護 学 部 」 74 .1%、次 いで「 総 合 政 策 学 部 」 71 .4%である。 

 

問 2  大 学 進 学 を考 えた理 由 として重 視 した項 目 （ 3 項 目 以 内 を選 択 ）  

新 入 学 者 が 大 学 進 学 を 考 え た 理 由 に つ い て 、 全 体 と し て 30% 以 上 の 項 目 は 高 い 順 に

「 専 門 的 知 識 や 技 術 を 修 得 し た い か ら 」 51 .2% 、 次 い で 「 就 職 に 有 利 だ と 思 う か ら 」 42 .4% 、

「 資 格 を取 得 したいから」 34 .3%、「 就 職 に必 要 な勉 強 をしたいから」 33 .6%である。 

 

問 3  本 学 の志 望 順 位  

「 本 学 は どの 程 度 の 志 望 順 位 で し た か 。 」 と の 設 問 に 対 し て 、 全 体 と し て は 「 第 一 志 望 だ

った」 61 .8%、「 第 二 志 望 だった」 27 .7%、「 第 三 志 望 だった」 10 .5%である。 

 

問 4  本 学 の受 験 決 定 時 期  

本 学 の 受 験 を 決 め た の は 、 全 体 と し て は 入 試 直 前 と い え る 「 大 学 入 学 共 通 テ ス ト の 後 」

22 .2%が最 も高 く、次 いで「 高 校 2 年 」 18 .2%、「 高 校 3 年 の夏 」 14 .9%、「 高 校 3 年 の春 」

13 .5%と続 いている。 

 

問 5  本 学 に関 する情 報 に触 れた事 象 や機 会 （ 複 数 回 答 ）  

「 本 学 に関 する情 報 に、触 れたことがあるものはどれですか。」 に対 して、全 体 として 30%を

超 える項 目 は高 い順 に「 本 学 のウェブサイト」 81 .7%、次 いで「 本 学 の入 学 案 内 」 49 .5%、「 通

っていた高 校 」 38 .2%、「 本 学 の SNS」 34 .0%である。 

 

問 6  本 学 の入 試 等 に関 する情 報 を入 手 した事 象 や機 会 (複 数 回 答 )  

新 入 学 者 が 本 学 に 関 す る 情 報 に 入 手 し た 方 法 を 複 数 回 答 で 聞 い た 設 問 に つ い て 、 全

体 として 30%以 上 の項 目 は高 い順 に「 本 学 の入 学 案 内 を読 んだ」 62 .4%、次 いで「 高 校 の先

生 か らア ド バイスを 受 けた」 41 .3%、「 イ ン タ ーネッ ト の 進 学 情 報 サイ トを見 た」 40 .5%、「 オープ

ンキャンパスに参 加 した」 38 .7%、「 本 学 のウェブサイトを見 た」 38 .5%である。 

 

問 7  本 学 のウェブサイトの閲 覧 状 況 と理 解 度  

本 学 の ウ ェ ブ サ イ ト を 閲 覧 し た こと の あ る 学 生 の 割 合 は 全 体 と し て 99 .5% （ 100- 「 見 たこ と

がない」 -「 無 回 答 」 ） 。全 体 として 92 .8%が大 学 について「 大 変 良 く理 解 できた」 （ 26 .0%） 、

「 概 ね理 解 できた」 （ 66 .8%） と回 答 している。 
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問 8  ウェブサイトの閲 覧 によく使 うツール  

「 あ な た が 通 常 、 ウ ェ ブ サ イ ト の 閲 覧 に よ く 使 う ツー ル は 何 で す か 」 と い う 設 問 に つ い て 、 全

体 としては「 主 にスマホを使 用 」 が 82 .0%で圧 倒 的 に高 い割 合 となっている。 

 

問 9  本 学 の入 学 案 内 の閲 覧 状 況 と理 解 度  

本 学 の入 学 案 内 を見 たことがある学 生 は全 体 として 98 .4%（ 100-「 見 たことがない」 -「 無

回 答 」 ） 。全 体 として 学 生 の 94.1%が大 学 について「 大 変 よく理 解 できた」 （ 25 .4% ） 、「 概 ね

理 解 できた」 （ 68 .7%） と回 答 している。 

 

問 10  参 加 した行 事 等 と本 学 受 験 との関 連  

本 学 で 実 施 し て い る 行 事 と 本 学 受 験 へ の 影 響 度 に 関 す る 設 問 に つ い て 、 「 2 . 受 験 決 定

の大 きな要 因 」 +「 3 .受 験 決 定 の要 因 の一 つ」 を合 算 した数 値 でみると、「 ４ ． オープンキャン

パ ス」 42 .4% が 最 も 影 響 度 が 高 く、 次 い で「 １ ． 大 学 見 学 」 30 .7%、 「 ２ ． 大 学 説 明 会 」 24 .3% 、

「 ３ ． 出 張 講 義 又 は出 前 講 義 （ 高 校 で実 施 ） 」 13 .3%、「 ウィンターセッション」 12 .4%と続 いて

いる。 

 

問 11  入 学 者 受 入 れの方 針 （ アドミッションポリシー） と受 験 決 定 の関 係  

「 ウ ェ ブ サ イ ト や 入 学 者 選 抜 要 項 等 で 公 表 し て い る 入 学 者 受 入 れ の 方 針 （ ア ド ミ ッ シ ョ ン

ポ リ シー） は 、 受 験 決 定 の 参 考 に な り ました か 。」 という 設 問 に 対 し て 、全 体 と し ては「 受 験 決

定 の大 き な 要 因 となっ た」 18 .6%、「 受 験 決 定 の要 因 の一 つ とな った」 54 .3%と回 答 し ており、

この 2 項 目 を合 わせた割 合 は 72 .9%である。 

 

問 12  本 学 を選 んだ理 由 と受 験 を決 める一 般 的 な理 由  

【 本 学 を選 んだ理 由 】  

本 学 を選 んだ理 由 26 項 目 について、進 学 や受 験 のときに本 学 を選 んだ「 大 きな理 由 に

な っ た 」 と い う 積 極 的 な 肯 定 回 答 を み て い く と 、 上 位 10 項 目 は、 割 合 が 高 い 順 に 、 「 公 立

（ 県 立 ） 大 学 で あ る 」 71 .8 ％ 、 次 い で 「 学 び た い 分 野 が あ る 」 68 . 9 ％ 、 「 資 格 が 取 得 で き る 」

46 .0 ％ 、「 岩 手 で 学 び た い」 43 .3 ％ 、 学 校 推 薦 型 選 抜 制 度 が あ る」 35 .1％ 、 「 教 育 課 程 や

授 業 構 成 内 容 」 32 .9％ 、「 自 分 の能 力 に 適 していた」 28 .5％ 、「 就 職 先 や 就 職 率 （ 就 職 に

有 利 ） 」 28 .5 ％ 、 「 入 学 金 ・ 授 業 料 な ど の 適 切 性 」 27 .5 ％ 、 「 高 校 や 塾 の 先 生 の 薦 め 」

26 .6％ となっている。 

 

【 一 般 的 な受 験 大 学 選 択 の理 由 】  

問 12 では受 験 大 学 を決 める一 般 的 な理 由 も併 せて聞 いており、上 記 と同 様 の 26 項 目

について、「 とても重 要 」 という積 極 的 な肯 定 回 答 をみていくと、上 位 10 項 目 は、割 合 が高

い順 に 、「 学 びたい 分 野 がある 」 82 .8％ 、 次 いで「 公 立 （ 県 立 ） 大 学 であ る 」 70 .4％ 、 「 資 格

が取 得 できる」 64 .3％ 、「 就 職 先 や就 職 率 （ 就 職 に有 利 ） 」 60 .4％ 、「 自 分 の能 力 に適 して

い た 」 59 .5 ％ 、 「 教 育 課 程 や 授 業 構 成 内 容 」 51 .6 ％ 、 「 入 学 金 ・ 授 業 料 な ど の 適 切 性 」

48 .5％ 、「 通 学 時 間 や通 学 ルート」 44 .6％ 、「 大 学 説 明 会 、オープンキャンパス等 の内 容 や

雰 囲 気 」 43 .2％ 、「 校 舎 、キャ ンパス等 のイメージ」 42 .9％ となっており、一 般 的 な受 験 大 学

の選 択 理 由 と実 際 の選 択 理 由 の差 異 が伺 える。 

 

問 13  入 学 した自 身 の選 抜 区 分  

新 入 学 者 の 入 学 し た 選 抜 区 分 の 状 況 に つ い て 、 全 体 と し て は 「 一 般 選 抜 （ 前 期 ） 又 は

短 大 一 般 選 抜 」 49 .9%、「 一 般 選 抜 （ 中 期 又 は後 期 ） 」 7 .4%で合 わせて 57 .3%、「 学 校 推 薦

型 選 抜 」 33 .3%、「 総 合 型 選 抜 」 5 .0%となっている。 
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問 14  筆 記 試 験 問 題 の解 答 時 間 の適 切 性  

筆 記 試 験 問 題 の解 答 時 間 の適 切 性 について、回 答 者 合 計 から「 ５ ． 筆 記 試 験 は受 けな

かった」 88 人 を除 いた母 数 551 人 でみると、「 適 切 だった」 352 人 は「 筆 記 試 験 を受 けた」

回 答 者 の 63 .9%である。 

 

問 15  面 接 での質 問 内 容 の適 切 性  

面 接 での質 問 内 容 の適 切 性 について、面 接 を受 けた学 生 346 人 （ 合 計 -「 4 .面 接 は受

けなかった」 -「 5 .無 回 答 」 ） を母 数 とすると 97 .4%（ 337 人 ） が「 適 切 だと思 った」 と回 答 して

いる。 

 

問 16  試 験 のときの教 職 員 対 応 の適 切 性  

試 験 のときの教 職 員 の対 応 について、全 体 として「 適 切 だと感 じた」 割 合 は 95 .6%である。 

 

問 18  卒 業 後 の進 路 についての考 え  

「 卒 業 後 の 進 路 に つ い て ど の よ う に 考 え て い ま す か 」 と い う 設 問 に つ い て 、 全 体 と し て は

「 学 び の 専 門 性 を 活 か せ る 就 職 」 が 61 .7% 、 「 大 学 院 へ の 進 学 (ま た は 学 部 へ の 編 入 学 ) 」

18 .6%、「 学 びの専 門 性 にこだわらない就 職 」 9 .2%である。 

 

問 18 -2  就 職 を希 望 する場 合 の希 望 職 業  

就 職 を 希 望 す る 場 合 の 希 望 職 業 に つ い て 、 全 体 と し て は 割 合 が 高 い 順 に 「 公 務 員 」

38 .2%、「 企 業 等 」 36 .0%である。尚 、「 未 定 」 との回 答 は 20 .8%である。 

 

問 18 -3  就 職 を希 望 する場 合 の希 望 勤 務 地  

就 職 を 希 望 す る 場 合 の 希 望 勤 務 地 に つ い て 、 全 体 と し て は 「 岩 手 県 内 」 47 .2% 、 「 東 北

（ 岩 手 県 を除 く） 」 28 .7%、「 関 東 」 18 .8%、「 その他 」 5 .3%である。 

 

問 19  本 学 と本 学 の学 生 に関 するイメージ【 本 学 に関 するイメージ】  

学 生 が 感 じ る 本 学 の イ メ ー ジ に 関 し て 、 全 体 と し て 最 も 高 い の は 「 学 部 ・ 学 科 が 充 実 し て

い る 」 52 .0% 、 次 い で「 就 職 状 況 が 良 い 」 43 .7% 、 「 地 域 社 会 ・ 文 化 に 貢 献 し て い る」 38 .0% 、

「 在 学 中 の資 格 取 得 に積 極 的 である」 36 .8%、「 教 育 機 関 としてのビジョンがある」 36 .0%であ

る。（ 30%以 上 の項 目 ）  

 

問 19  本 学 と本 学 の学 生 に関 するイメージ【 学 生 に関 するイメージ】  

学 生 が感 じる本 学 の学 生 に関 するイメージに関 して、全 体 として 30%以 上 の学 生 が選 択 し

た事 象 は高 い順 に「 個 性 的 である」 39 .0%、「 勉 強 、研 究 に熱 心 である」 34 .3%となっている。 
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